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サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
現
在
、
サ
ル
マ

ー
ン
国
王
の
息
子
の
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇

太
子
が
、
強
力
に
経
済
改
革
を
推
進
し

て
い
る
。
二
〇
一
六
年
四
月
に
同
副
皇

太
子
が
中
心
と
な
っ
て
策
定
さ
れ
た

「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
に
は
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
二
〇
三
〇
年
に
到
達
す

べ
き
数
値
目
標
が
数
多
く
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」

に
関
す
る
評
価
は
様
々
あ
る
が
、
極
め

て
野
心
的
な
計
画
で
あ
る
と
い
う
評
価

が
一
般
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

野
心
的
な
将
来
計
画
で
あ
る
「
ビ
ジ
ョ

ン
二
〇
三
〇
」
が
本
当
に
実
現
可
能
で

あ
る
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●�

「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
の
概

要
　
「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
で
は
、
二

〇
三
〇
年
に
到
達
す
べ
き
数
値
目
標
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖

地
へ
小
巡
礼
（
ウ
ム
ラ
）
す
る
者
を
八

〇
〇
万
人
か
ら
三
〇
〇
〇
万
人
ま
で
増

加
さ
せ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
民
間
部
門

の
割
合
を
四
〇
％
か
ら
六
五
％
に
、
海

外
直
接
投
資
の
割
合
を
三
・
八
％
か
ら

五
・
七
％
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
政

府
系
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
公
的
投
資
フ
ァ

ン
ド
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
の
資
産
を
Ｓ
Ｒ
六
〇

〇
〇
億
（
一
六
〇
〇
億
ド
ル
）
か
ら
Ｓ

Ｒ
七
兆
（
一
兆
八
六
〇
〇
万
ド
ル
）
以

上
に
引
き
上
げ
、
非
石
油
収
入
を
Ｓ
Ｒ

一
六
三
〇
億
（
四
三
四
億
ド
ル
）
か
ら

Ｓ
Ｒ
一
兆
（
二
六
七
〇
億
ド
ル
）
に
増

加
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
発
表
さ

れ
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
の
下
位

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る
国
家
変
容

計
画
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
二
〇
二
〇
で
は
、
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
数
値
目

標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
非
石

油
収
入
を
Ｓ
Ｒ
一
六
三
五
億
（
四
三
五

億
ド
ル
）
か
ら
Ｓ
Ｒ
五
三
〇
〇
億
（
一

四
一
三
億
ド
ル
）
に
増
加
さ
せ
、
国
債

の
格
付
け
を
Ａ
１
か
ら
Ａ
ａ
２
に
上
昇

さ
せ
、
金
属
・
非
金
属
な
ど
の
鉱
業
部

門
の
経
済
生
産
を
Ｓ
Ｒ
六
四
〇
億
（
一

七
〇
億
ド
ル
）か
ら
Ｓ
Ｒ
九
七
〇
億（
二

五
八
億
ド
ル
）
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ム
ハ
ン

マ
ド
副
皇
太
子
が
議
長
を
務
め
る
経
済

開
発
問
題
会
議
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｐ
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
を
監
視
・
指
導

す
る
た
め
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
モ
デ
ル
」

を
設
け
、
各
政
府
機
関
が
問
題
な
く
目

標
を
達
成
で
き
る
か
監
視
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三

〇
」
や
そ
の
下
位
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｐ
は
、

海
外
直
接
投
資
の
増
加
な
ど
を
通
じ
、

観
光
業
（
巡
礼
）
や
鉱
業
（
金
属
・
非

金
属
）
な
ど
民
間
の
非
石
油
産
業
を
発

展
さ
せ
、
巨
大
な
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の

投
資
収
益
を
中
心
に
非
石
油
収
入
を
増

や
す
と
い
う
戦
略
を
も
っ
て
い
る
が
、

近
藤 

重
人

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

―
「
ビ
ジ
ョン
二
〇
三
〇
」
は
成
功
す
る
か
―

は
た
し
て
こ
う
し
た
目
標
は
達
成
可
能

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

●�

経
済
の
「
脱
石
油
」
は
実
現
す

る
か

　

石
油
産
業
に
深
く
依
存
し
た
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
に
と
っ
て
、
民
間
の
非
石
油

産
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
悲
願
で
あ

り
、「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
で
も
そ

の
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

石
油
に
代
わ
る
産
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
観
光
業
や
金

属
・
非
金
属
な
ど
の
鉱
業
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
観
光
業
に
関
し
て
、
宗
教
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
地
で
あ
る
マ
ッ
カ
と

マ
デ
ィ
ー
ナ
を
擁
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
あ
っ
て
も
、
巡
礼
月
以
外
の
時
期

に
聖
地
を
訪
れ
る
（
こ
れ
を
小
巡
礼
と

い
う
）
人
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
小
巡
礼
目
的
の
訪
問
者
を
増

や
し
、
閑
散
期
の
ホ
テ
ル
な
ど
の
稼
働

率
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

単
に
巡
礼
客
が
聖
地
を
訪
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
サ
ウ
ジ
国
内
の
観
光
名
所
を

訪
れ
る
こ
と
も
今
で
は
促
し
て
い
る
。

し
か
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
外
国

文
化
の
無
制
限
な
流
入
を
危
惧
す
る
国

内
の
保
守
的
な
風
潮
か
ら
、
ま
だ
全
面

的
な
観
光
ビ
ザ
の
解
禁
に
は
慎
重
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
観
光
ビ
ザ
の
全
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面
的
な
解
禁
な
く
し
て
、
観
光
業
の
飛

躍
的
な
発
展
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
金
属
・
非
金
属
な
ど
の
鉱
業

で
あ
る
が
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
マ

ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
が
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト

は
、
こ
の
部
門
に
大
き
な
発
展
の
潜
在

性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

サ
ウ
ジ
西
部
の
山
岳
地
帯
で
は
近
年
小

規
模
の
探
鉱
に
よ
っ
て
多
く
の
鉱
物
資

源
の
開
発
に
成
功
し
て
お
り
、
仮
に
同

国
が
本
格
的
に
こ
の
分
野
に
投
資
し
始

め
れ
ば
、
生
産
拡
大
の
余
地
が
大
き
い

と
い
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
地
形
的

に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
連
続
し
て
い
る

隣
国
の
ヨ
ル
ダ
ン
で
も
リ
ン
鉱
山
が
開

発
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
産
業
規
模
は

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
産
業
よ
り
は

る
か
に
小
さ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

非
石
油
産
業
の
振
興
に
と
っ
て
、
海

外
直
接
投
資
の
増
加
は
非
常
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇

太
子
が
二
〇
一
六
年
の
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
行
っ
た
米
国
、
中
国
、
日
本
な
ど

へ
の
訪
問
は
、
こ
の
海
外
投
資
を
呼
び

込
む
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
海
外
直
接
投
資
の
増
加
に
と

っ
て
も
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
財
政
上
の
理
由
か

ら
ビ
ザ
の
取
得
代
金
を
大
幅
に
引
き
上

げ
た
た
め
、
特
に
資
金
繰
り
が
苦
し
い

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
進
出
意
欲
が
そ

が
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
輸
入
・
小
売
・
流

通
分
野
で
一
〇
〇
％
の
外
資
に
よ
る
直

接
投
資
を
認
め
た
が
、
そ
こ
に
も
サ
ウ

ジ
人
を
一
〇
〇
人
以
上
雇
う
こ
と
を
は

じ
め
、
様
々
な
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
が
掲
げ
る
よ

う
に
、海
外
直
接
投
資
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
・

七
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
一

層
の
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

●�
「
投
資
立
国
」
は
可
能
か

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
国
営
石
油
会
社

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
の
新
規
株
式
公
開

（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
を
実
施
し
、
公
開
し
な
い

分
の
同
社
の
資
産
を
公
的
投
資
フ
ァ
ン

ド
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
に
移
管
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
の
資

産
価
値
は
二
兆
ド
ル
と
も
い
わ
れ
、
そ

の
大
部
分
を
引
き
継
ぐ
予
定
の
Ｐ
Ｉ
Ｆ

の
規
模
も
「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
に

よ
れ
ば
Ｓ
Ｒ
七
兆
（
一
兆
八
六
〇
〇
万

ド
ル
）
以
上
に
達
す
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
投
資
戦
略
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
不
透
明
な
部
分
が
多
い
。

　

も
と
も
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
国
内
の
産
業
育

成
を
支
援
す
る
目
的
で
一
九
七
一
年
に

設
立
さ
れ
、
そ
の
後
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
サ

ウ
ジ
産
業
基
礎
公
社
）
な
ど
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
基
幹
企
業
の
過
半
数
の
株
式

を
保
有
す
る
フ
ァ
ン
ド
へ
と
成
長
し
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇

太
子
は
こ
の
Ｐ
Ｉ
Ｆ
を
、
単
に
国
内
の

産
業
育
成
の
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
で
は
な

く
、
積
極
的
に
海
外
の
発
展
分
野
へ
の

出
資
を
行
っ
て
「
稼
ぐ
」
フ
ァ
ン
ド
へ

と
変
貌
さ
せ
、
そ
れ
を
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
非
石
油
収
入
の
柱
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の

ル
メ
イ
ヤ
ー
ン
事
務
局
長
も
、
同
フ
ァ

ン
ド
の
海
外
の
出
資
比
率
を
現
在
の
五

％
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
五
〇
％
に

引
き
上
げ
る
と
発
言
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の

近
年
の
ウ
ー
バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
へ

の
出
資
を
は
じ
め
と
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
分
野
へ
の
積
極
的
な
投
資
も
、
基
本

的
に
こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
海
外
へ
の

投
資
を
増
や
す
戦
略
の
一
環
と
理
解
で

き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
国
内
の
産

業
育
成
を
目
的
と
し
た
フ
ァ
ン
ド
か
ら
、

よ
り
リ
タ
ー
ン
を
求
め
る
フ
ァ
ン
ド
へ

と
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
ま
だ

そ
の
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
成
長
分
野
へ
投
資
す
る
こ
と

で
大
き
な
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
景
気
次
第

で
は
む
し
ろ
損
失
も
発
生
す
る
こ
と
に

も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
が
掲
げ
る
よ

う
に
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
投
資
収
入

を
中
心
と
し
た
非
石
油
収
入
が
石
油
収

入
に
代
わ
る
ほ
ど
の
規
模
の
収
益
を
上

げ
ら
れ
る
か
と
い
う
点
は
、
か
な
り
疑

問
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

●�

ま
と
め

　

上
で
検
討
し
た
と
お
り
、「
ビ
ジ
ョ

ン
二
〇
三
〇
」
の
柱
と
考
え
ら
れ
る
非

石
油
産
業
の
発
展
や
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
「
投
資
立
国
」
化
に
は
大
き
な
課

題
が
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
期
待
し
た
と

お
り
に
は
物
事
が
進
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。

足
元
で
は
公
務
員
の
手
当
て
削
減
や
ガ

ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇
な
ど
、
既
に
原
油

価
格
の
低
下
に
と
も
な
う
財
政
改
革
の

痛
み
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
た
だ

し
、
実
現
可
能
性
は
と
も
あ
れ
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
が「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」

と
い
う
明
確
な
目
標
を
打
ち
立
て
、

人
々
に
明
る
い
未
来
を
期
待
さ
せ
た
の

は
事
実
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三

〇
」
や
Ｎ
Ｔ
Ｐ
二
〇
二
〇
の
諸
政
策
が

本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら

で
あ
り
、
人
々
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い

で
物
事
が
進
む
の
か
、
今
後
数
年
間
の

動
向
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

（
こ
ん
ど
う　

し
げ
と
／
日
本
エ
ネ
ル

ギ
ー
経
済
研
究
所　

中
東
研
究
セ
ン
タ

ー
研
究
員
）
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